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CsvDocumenterを利用する際のExcel帳票設計について 
 
・データ量の多い帳票を作成する場合の設定 
（Excelファイル全体に対する設定） 
 
①Excelを開く 
②Officeボタンをクリックする 
③Excelのオプションボタンをクリックする 
④詳細設定を選択する 
⑤「編集設定」の「時間がかかる操作が発生したとき 
 に警告を表示する」のチェックを外す 

 

 

 

 

 

 

 

※Excel帳票を設計する際「次のブックを計算するとき」 
の「1904年から計算する」のチェックを入れると 
日付が正しく表示されない為チェックは入れないで 
ください 
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１. ＣＳＶ・テキストの分析 
１．ＣＳＶデータの内容を確認する 

本ソフトウエア「CsvDocumenter」を利用して帳票を作成する場合、以下のようなCSVデータの項目位置とデータの内容を明確にしておく必要
がある。項目位置は先頭位置を１とし「 [ ]（半角角括弧）」で囲み [１] のように記述する。（カラム番号） 
以下にＣＳＶデータの例を示す。 
 なお、ＣＳＶデータのファイルレイアウトを明記したドキュメントがあればそれを活用されたい。 

 

２．ＣＳＶデータの項目位置と内容を確認する（ＣＳＶデータ1行目の場合） 

[1]：年度 → 2005 
[2]：都道府県コード → 01 
[3]：都道府県名 → 北海道 
[4]：年齢区分１ → 1 
（1：0～14歳  2：15～64歳  3：65歳以上） 

[5]：年齢区分２ → 1 
（1：0～4歳  2：5～9歳  3：10～14歳  4：15～19歳  5：20～24歳  6：25～29歳  7：30～34歳 
 8：35～39歳  9：40～44歳  10：45～49歳  11：50～54歳  12：55～59歳  13：60～64歳 
 14：65～69歳  15：70～74歳  16：75～79歳  17：80～84歳  18：85歳以上） 

[6]：人口（男） → 112055 
[7]：人口（女） → 108625  
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【【【【データがデータがデータがデータがテキストテキストテキストテキスト（（（（タブタブタブタブ区切区切区切区切りのりのりのりの場合場合場合場合））））】】】】    

１．テキスト（タブ区切り）データの内容を確認する 

本ソフトウエア「CsvDocumenter」を利用して帳票を作成する場合、以下のようなテキストデータの項目位置とデータの内容を明確にしておく必
要がある。項目位置は先頭位置を１とし「 [ ]（半角角括弧）」で囲み [１] のように記述する。（カラム番号） 
以下にテキストデータの例を示す。 
 なお、テキストデータのファイルレイアウトを明記したドキュメントがあればそれを活用されたい。 

 

２．テキストデータの項目位置と内容を確認する（テキストデータ1行目の場合） 

[1]：年度 → 2005 
[2]：都道府県コード → 1 
[3]：都道府県名 → 北海道 
[4]：年齢区分１ → 1 
（1：0～14歳  2：15～64歳  3：65歳以上） 

[5]：年齢区分２ → 1 
（1：0～4歳  2：5～9歳  3：10～14歳  4：15～19歳  5：20～24歳  6：25～29歳  7：30～34歳 
 8：35～39歳  9：40～44歳  10：45～49歳  11：50～54歳  12：55～59歳  13：60～64歳 
 14：65～69歳  15：70～74歳  16：75～79歳  17：80～84歳  18：85歳以上） 

[6]：人口（男） → 112055 
[7]：人口（女） → 108625  
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２. 帳票設計 
帳票のレイアウトを作成し出力項目に名標（ラベル）を設定する ※名標は数字のみ（数値型）の設定は不可とする 

 
名標：NENDO（Excel「セルの書式設定」→「表示形式」→「ユーザー定義」→「＠ “ 年度 ” 」設定） 

名標：TODOFUKEN_MEI 

名標：JINKO_M , JINKO_F（Excel「セルの書式設定」→「表示形式」→「通貨」設定） 

名標：PER_JINKO_M ,PER_ JINKO_F 

（Excel「セルの書式設定」→「表示形式」→「パーセンテージ」→「小数点以下の桁数：1」設定） 

Excel数式・書式設定（数式：人口 男 + 人口 女  書式：「セルの書式設定」→「表示形式」→「通貨」設定） 

Excel数式・書式設定（数式：各列の合計  書式：「セルの書式設定」→「表示形式」→「通貨」設定） 

Excel数式・書式設定（数式：合計 人口 男 ÷ 合計 人口総数  数式：1 - 合計 比率 男」 

書式：「セルの書式設定」→「表示形式」→「パーセンテージ」→「小数点以下の桁数：1」設定） 

①①①①    

③③③③    ①①①①    

②②②②    

①①①①    

②②②②    

②②②②    

③③③③    

③③③③    

④④④④    ④④④④    

④④④④    

①①①①    

②②②②    

②②②②    ③③③③    ③③③③    

③③③③    
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※CSVデータに改行がある場合は表示するセルに書式設定をする必要がある 
設定方法：「セルの書式設定」→「配置」→「文字の制御」→「折り返して全体を表示する」にチェックを入れる 

 

①帳票の設計時には必ず印刷範囲を設定しページの領域を明示すること 
②頁の範囲が明確でない場合は強制的に１００行目をシステムが強制的に設定するので留意されたい 

 

※印刷範囲の設定は印刷範囲を選択し「ページレイアウト」→「印刷範囲」→「印刷範囲の設定」で印刷範囲を設定すること 

 

複数シート作成した場合は各シート印刷範囲の設定を行う 

■ファイルの保存 
Excel2007形式(xlsx)で保存します。Excel2007であれば標準で、Excel2000-2003であれば、Excel2007ブック(xlsx)で保存します。 
※Excel2000-2003でExcel2007ブックの保存ができない場合は、「Microsoft Office 互換機能パック」をインストールすることで対応可能になり
ます。MSのサイトよりダウンロードしインストールしてください。 
レポート雛形ファイルを保存します。ファイル名、シート名、ラベル名を記憶しておきます。  
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３. 処理の定義その１ 
入出力の定義  Excel定義ファイルの「IOFile」シート 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

FileName 

３.４.５.７.の指定するファイル名の後ろに <date> を記述すると日付（8桁）が追加され、 <time> を記述すると時間（8桁）が追加される 
ファイル名の後ろに <date> <time> を追加することにより、ユニークなファイル名での出力が可能となる（上書き防止） 
出力ファイル名： <date>日付（8桁）・<time> 時間（8桁）・<year>年（4桁）・<month>月（2桁）・<day>月（2桁）・<hour>時（2桁） 

<minute>月（2桁）・<second>秒（2桁） 
※４.５.６.７.は「体験版」・「Professional版」では利用できません 
※※ファイル名は相対パスまたは絶対パス（ネットワークアドレスも可）で記述する 
  相対パスで指定する際、バッチファイルが格納されているフォルダが基本となる  

AssainAssainAssainAssain    PartPartPartPart    ToToToTo    I/OI/OI/OI/O    設定内容設定内容設定内容設定内容    
１１１１....    ＩｎｐｕｔＥｘｃｅｌＦｉｌｅＩｎｐｕｔＥｘｃｅｌＦｉｌｅＩｎｐｕｔＥｘｃｅｌＦｉｌｅＩｎｐｕｔＥｘｃｅｌＦｉｌｅ    帳票の雛型（Ｅｘｃｅｌ２００７形式（xlsx）で作成したもの）のファイル名 

２２２２....    ＩｎｐｕｔＣＳＶＦｉｌｅＩｎｐｕｔＣＳＶＦｉｌｅＩｎｐｕｔＣＳＶＦｉｌｅＩｎｐｕｔＣＳＶＦｉｌｅ    

入力データが入っているＣＳＶファイル名 ※※ 
例：..\csv\NENREI_JINKO.csv 
CsvDocumenter実行バッチファイルが格納されているフォルダの1階層上位にある「csv」 
フォルダの中の「NENREI_JINKO.csv」（ＣＳＶファイル名） 
（「 . . \ 」でバッチファイルが格納されているフォルダの1階層上位を指定することができる） 

３３３３....    ＯｕｔｐｕｔＥｘｃｅｌＦｉｌｅＯｕｔｐｕｔＥｘｃｅｌＦｉｌｅＯｕｔｐｕｔＥｘｃｅｌＦｉｌｅＯｕｔｐｕｔＥｘｃｅｌＦｉｌｅ    
（入力は任意の項目）（入力は任意の項目）（入力は任意の項目）（入力は任意の項目）    

帳票の雛型を利用してデータを組み込んで出力するファイル名（入力は任意の項目） ※※ 
例：output\Output<date><time>.xlsx 
CsvDocumenter実行バッチファイルが格納されているフォルダ内のoutputフォルダの中に
「Output + 日付（8桁） + 時間（8桁）」のファイル名でExcelファイルを出力する 

４４４４....    ＯｕｔｐｕｔＰｄｆＦｉｌｅＯｕｔｐｕｔＰｄｆＦｉｌｅＯｕｔｐｕｔＰｄｆＦｉｌｅＯｕｔｐｕｔＰｄｆＦｉｌｅ    
（入力は任意の項目）（入力は任意の項目）（入力は任意の項目）（入力は任意の項目）    

ＰＤＦで出力する場合に指定するファイル名（入力は任意の項目） ※※ 
例：output\Output<date><time>.pdf 
CsvDocumenter実行バッチファイルが格納されているフォルダ内のoutputフォルダの中に
「Output + 日付（8桁） + 時間（8桁）」のファイル名でPDFファイルを出力する 

５５５５....    ＯｕｔｐｕｔＸＰＳＦｉｌｅＯｕｔｐｕｔＸＰＳＦｉｌｅＯｕｔｐｕｔＸＰＳＦｉｌｅＯｕｔｐｕｔＸＰＳＦｉｌｅ    
（入力は任意の項目）（入力は任意の項目）（入力は任意の項目）（入力は任意の項目）    

ＸＰＳで出力する場合に指定するファイル名（入力は任意の項目） ※※ 
例：output\Output<date><time>.xps 
CsvDocumenter実行バッチファイルが格納されているフォルダ内のoutputフォルダの中に
「Output + 日付（8桁） + 時間（8桁）」のファイル名でXPSファイルを出力する 

６６６６....    ＯｕｔｐｕｔＰｒｉｎｔｅｒＯｕｔｐｕｔＰｒｉｎｔｅｒＯｕｔｐｕｔＰｒｉｎｔｅｒＯｕｔｐｕｔＰｒｉｎｔｅｒ    
（入力は任意の項目）（入力は任意の項目）（入力は任意の項目）（入力は任意の項目）    

直接プリンタに出力する場合に指定するプリンタ名（ユーザ毎に印刷名は異なる） 
プリンタ名の後ろに<Copies:部数>を追加することにより、印刷部数の指定が可能 
例：DocuWorks Printer<Copies:2>   DocuWorks Printerに2部出力する 

７７７７....    ＯｕｔｐｕｔＥｘｃｅｌＯｕｔｐｕｔＥｘｃｅｌＯｕｔｐｕｔＥｘｃｅｌＯｕｔｐｕｔＥｘｃｅｌ    
2003200320032003ＦｉｌｅＦｉｌｅＦｉｌｅＦｉｌｅ    
（入力は任意の項目）（入力は任意の項目）（入力は任意の項目）（入力は任意の項目）    

EXCEL2003で出力する場合に指定するファイル名（入力は任意の項目） ※※ 
例：output\Output<date><time>.xls 
CsvDocumenter実行バッチファイルが格納されているフォルダ内のoutputフォルダの中に
「Output + 日付（8桁） + 時間（8桁）」のファイル名で EXCEL2003ファイルを出力する 
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SheetName(InputExcelFileの行に記述) 
 帳票雛型の設定されているブック中のシート名を指定する 
 ＜CSVデータをシート名に指定する場合＞ 
 CSVデータの項目番号を指定する 
 例：CSVの1番目のデータをシート名に指定する場合 → [ 1 ]  
 

PageRowCount (InputExcelFileの行に記述)  
 １ページに出力する行数を指定する 
 ※ページ替えのキーとして指定 
 

CSVEncoding(InputCSVFileの行に記述) 
 日本語以外の場合には該当する言語コードを指定する 
※中国語の場合は 「ＧＢ２３１２」 簡体中国語の場合 

 

CSVColumnNameFlag(InputCSVFileの行に記述)  
 ＣＳＶファイルの先頭行に各項目のタイトルが入っている場合に当該行をスキップする 
※先頭行がタイトルの場合は「 *（アスタリスク）」を入力する 

 

SpecialLineFeedCharacter (InputCSVFileの行に記述)  
 改行コードを指定する 
※CSVデータに指定した改行コードがある場合は表示するセルに書式設定をする必要がある 

設定方法：「セルの書式設定」→「配置」→「文字の制御」→「折り返して全体を表示する」にチェックを入れる 

 

【【【【データがデータがデータがデータがテキストテキストテキストテキスト（（（（タブタブタブタブ区切区切区切区切りのりのりのりの場合場合場合場合））））】】】】    

※ＩｎｐｕｔＣＳＶＦｉｌｅの行※ＩｎｐｕｔＣＳＶＦｉｌｅの行※ＩｎｐｕｔＣＳＶＦｉｌｅの行※ＩｎｐｕｔＣＳＶＦｉｌｅの行ををををＩｎｐｕｔＩｎｐｕｔＩｎｐｕｔＩｎｐｕｔＴＴＴＴＳＶＦｉｌｅＳＶＦｉｌｅＳＶＦｉｌｅＳＶＦｉｌｅへ変更するへ変更するへ変更するへ変更する    

 

FileName 
AssainAssainAssainAssain    PartPartPartPart    ToToToTo    I/OI/OI/OI/O    設定内容設定内容設定内容設定内容    

２２２２....    ＩｎｐｕｔＩｎｐｕｔＩｎｐｕｔＩｎｐｕｔTTTTＳＶＦｉｌｅＳＶＦｉｌｅＳＶＦｉｌｅＳＶＦｉｌｅ    

入力データが入っているテキストファイル名 ※※ 
例：..\tsv\NENREI_JINKO.txt 
CsvDocumenter実行バッチファイルが格納されているフォルダの1階層上位にある「tsv」 
フォルダの中の「NENREI_JINKO.txt」（テキストファイル名） 
（「 . . \ 」でバッチファイルが格納されているフォルダの1階層上位を指定することができる） 
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４. 処理の定義その２ 
Excel定義ファイルの「CSVColumnName」シート 

 

※カラム番号は「 [ ]（半角角括弧）」で囲んで記述する 

※データの読み込み範囲は2行目より全てのセルが空白の行までとなる（コメント等を入力する際は1行空白の行を入れ、その下の行に入力する） 
 

OutputLabelName 
Excel帳票の雛型に設定した名標（ラベル） ※名標は数字のみ（数値型）の設定は不可とする 
 

CSVColumnNo 
a. ＣＳＶのカラム番号またはカラム番号による加減乗除とカッコによる演算式も設定できる（式は半角で入力する） 
 

演算子リスト 

演算子演算子演算子演算子    説明説明説明説明    使用使用使用使用例例例例    
+ 加算 [6] + [7] 
- 減算 [6] - [7] 
* 乗算 [6] * [7] 
/ 除算 [6] / [7] 

 
※ColumnTypeがstring（文字列型）の場合、前後に文字の設定が可能 

 
 例 [１]年度（[1]のデータが2005の場合）        2005年度 

 
b. <sequentialNo>と設定すると、1から始まる連番を表示するとこができる 
c.ハイパーリンクのアドレス設定 
※ハイパーリンクのアドレスを設定する場合は表示するセルにハイパーリンクの設定をする必要がある 
設定方法：設定を行うセル上で右クリック「ハイパーリンク」→「ヒント設定」ボタン→「ハイパーリンクのヒントの設定：ヒントのテキスト」 

に名票（ラベル名）を設定する 
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ColumnExpression 
カラム番号を指定して集計、平均等の各種関数(Excel相当の関数）を利用できる（式は半角で入力する） 
 

例 CSVの6番目のデータの総和        Sum（ [ 6 ] ） 

関数リスト 

関数名関数名関数名関数名    意味意味意味意味    使用可能型使用可能型使用可能型使用可能型    
Sum 総和 数値型 
Avg 相加平均 数値型 
Min 最小値 文字列型（文字コードで判断）／ 数値型 
Max 最大値 文字列型（文字コードで判断）／ 数値型 
Count 条件に合致する数 文字列型 ／ 数値型 
StDev 標準偏差 数値型 
Var 分散推定値 数値型 

 

ColumnFilter 
関数式を実行する場合の集計条件となるＣＳＶのカラム番号   ※ColumnExpression利用時のみ指定可能 

 
例 CSVの1・2番目のデータをグループ化したCSVの6番目のデータの総和 

 
ColumnExpressionColumnExpressionColumnExpressionColumnExpression    ColumnFilterColumnFilterColumnFilterColumnFilter    
Sum（ [ 6 ] ） [ 1 ] , [ 2 ] 

※集計条件が2つ以上ある場合は「 , （半角カンマ）」区切りで記述する 
 

ColumnType 
string（文字列型）/decimal（数値型）/datetime（日付型）の設定 
string,hidden/decimal,hidden /datetime,hiddenでデータが埋まらない行を非表示にする 
※名標に書式設定で表示形式を設定する際、stringの場合は文字列などに、decimalの場合は数値・通貨などの設定が可能となる 

datetimeの場合は必ず日付の設定すること 

※CSVデータが「 01 」の場合stringの場合は「 01 」decimalの場合は「 1 」と表示される 

 
＜datetime型（日付型）データについて＞ 
datetime型が指定可能なデータは「 2009/09/10 （年/月/日）」または「 20090910 （年月日）」形式のデータとする 
※データが空白または 0 の場合は空文字が出力される 

 

FormatString 

Excel版では利用不可（Word版のみ利用可） 
 

PageBreakFlag 
ページ替えのキーとして指定する場合は「 *（アスタリスク）」を入力する 
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AscSort 
昇順に並べ替え 

DescSort 
降順に並べ替え 

AscSort・DescSort並び替えの説明 
※ColumnTypeが「string」または「decimal」によって並び替えの結果が変わる場合がある 

例 

番号番号番号番号    CSVCSVCSVCSVデータデータデータデータ    
AscSortAscSortAscSortAscSort（昇順）（昇順）（昇順）（昇順）    DescSortDescSortDescSortDescSort（降順）（降順）（降順）（降順）    

stringstringstringstring（文字列）（文字列）（文字列）（文字列）    decimaldecimaldecimaldecimal（数値）（数値）（数値）（数値）    stringstringstringstring（文字列）（文字列）（文字列）（文字列）    decimaldecimaldecimaldecimal（数値）（数値）（数値）（数値）    
1111    1 1 1 50 50 
2222    2 10 2 5 40 
3333    3 2 3 40 30 
4444    4 20 4 4 20 
5555    5 3 5 30 10 
6666    10 30 10 3 5 
7777    20 4 20 20 4 
8888    30 40 30 2 3 
9999    40 5 40 10 2 
10101010    50 50 50 1 1 

  

優先順位の高い順に1 , 2 , 3 ・・・と番号を入力する 
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５. 実行時の設定 
 

 

 

※上記の場合 年齢性別一覧_定義.xlsxに記載されている制御内容で「CsvDocumenter」を作動させる 

（年齢性別一覧_定義.xlsxファイルがCsvDocumenter実行バッチファイルと同じフォルダに格納されており、条件指定がない場合） 

※CsvDocumenter実行バッチファイルはネットワーク上では実行できない為ネットワーク以外の場所で実行して下さい 
 

実行時の詳細な記述方法 CSVファイル名・雛型ファイル名を指定しない場合 

実行時のパラメータについて 

CsvDocumenter.exe 制御情報を記述したExcel定義ファイル名 “起動条件” 
※起動条件とは入力となるCSVファイルの内、条件式を満たすデータのみ処理する場合に記述する。全てのCSVデータを対象にする場合は本パラメータは不要である。 

 

Excel定義ファイル名 定義ファイルの相対パスまたは絶対パス（ネットワークアドレスも可） 
※相対パスで指定する際、CsvDocumenter実行バッチファイルが格納されているフォルダが基本となる 

例 Excel定義ファイルが実行バッチファイルの格納されているフォルダの1階層上位にある「定義」フォルダにある場合

（相対パスの例） 

 
 

例 Excel定義ファイルがデスクトップにある場合（絶対パスの例） 
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起動条件パラメータの記述例 

 
※起動条件は「 " " （半角ダブルコーテーション）」で囲む 

※条件値のColumnTypeの設定がstring（文字列型）の場合は値を「 ’ ’ （半角シングルコーテーション）」で囲む 

当該例の場合は CSVの2番目のデータが23のデータの範囲を処理対象とする 

※条件が2つ以上ある場合は、「 AND 」または「 OR 」を使用して条件を記述する 

例：” [1]=’2005’ AND [2]= ’23’ ” CSVの1番目のデータが2005で2番目のデータが23のデータを処理対象とする 

” [1]=’2005’ OR [2]= ’23’ ”   CSVの1番目のデータが2005または2番目のデータが23のデータを処理対象とする 

※条件は半角で入力し、「 AND 」と「 OR 」の前後には半角スペースを入れる 

記述例 

演算子演算子演算子演算子    説明説明説明説明    例例例例    意味意味意味意味    
= 等しい “[2] = ’23’” CSVの2番目のデータが23のデータの範囲を処理対象とする 
<> 等しくない “[2] <> ’23’” CSVの2番目のデータが23以外のデータの範囲を処理対象とする 
>= 以上 “[2] >= ’23’” CSVの2番目のデータが23以上のデータの範囲を処理対象とする 
<= 以下 “[2] <= ’23’” CSVの2番目のデータが23以下のデータの範囲を処理対象とする 

 

実行時の詳細な記述方法 CSVファイル名を指定する場合 

実行時のパラメータについて 

CsvDocumenter.exe Excel定義ファイル名 "起動条件" "CSVファイル名" 
※起動条件とは入力となるCSVファイルの内、条件式を満たすデータのみ処理する場合に記述する。 
全てのCSVデータを対象にする場合は「 “ ” （ダブルコーテーション）」を記述する。 
※※CSVファイル名を指定した場合、定義ファイル「IOFile」シートのＩｎｐｕｔＣＳＶＦｉｌｅより優先される 

CSVファイル名 CSVファイルの相対パスまたは絶対パス（ネットワークアドレスも可） 
※相対パスで指定する際、CsvDocumenter実行バッチファイルが格納されているフォルダが基本となる 

例 CSVファイルが実行バッチファイルの格納されているフォルダの1階層上位にある「CSV」フォルダにある場合 

（相対パスの例） 

 
 

例 CSVファイルがデスクトップにある場合（絶対パスの例） 
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実行時の詳細な記述方法 雛型ファイル名を指定する場合 

実行時のパラメータについて 

CsvDocumenter.exe Excel定義ファイル名 "起動条件" "CSVファイル名" "雛型ファイル名" 

※起動条件とは入力となるCSVファイルの内、条件式を満たすデータのみ処理する場合に記述する。 
全てのCSVデータを対象にする場合は「 “ ” （ダブルコーテーション）」を記述する。 
※CSVファイル名を指定した場合、定義ファイル「IOFile」シートのＩｎｐｕｔＣＳＶＦｉｌｅより優先される 
 CSVファイル名を指定しない場合は「 “ ” （ダブルコーテーション）」を記述する。 

雛型ファイル名 雛型ファイルの相対パスまたは絶対パス（ネットワークアドレスも可） 
※相対パスで指定する際、CsvDocumenter実行バッチファイルが格納されているフォルダが基本となる 

例 雛型ファイルが実行バッチファイルの格納されているフォルダの1階層上位にある「雛型」フォルダにある場合 

（相対パスの例） 

 

例 雛型ファイルがデスクトップにある場合（絶対パスの例） 
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６. ログ出力の設定 
CsvDocumenterSettings.xmlファイルの記述方法 
※CsvDocumenterSettings.xmlファイルは、CsvDocumenterインストール後以下の場所に作成されます 
コンピュータ → OS(C:) → ProgramData → rdsoftware → CsvDocumenter → settingsフォルダ内 
 

CsvDocumenterSettings.xmlを右クリックし、編集で開きます 

※Windows Vistaの場合、編集後保存できないことがあります。その際は一度CsvDocumenterSettings.xmlをコピーして編集してください。 

 

 

<logWrite>タグ 

ログ出力種類の設定（ all：全てのログの書出し / error：エラーログのみ書出し / nowrite：ログの書出しを行わない） 

<lang>タグ 

ログ出力言語の設定（ jp：日本語 / en：英語 ） 
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７-１. 処理結果（EXCEL） 
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７-２. 処理結果（PDF） 
※本機能を利用するためには該当ＰcにOffice2007(Excel)のインストールが必要。 
また併せて弊社ツール「CsvDocumenter.net（Enterprise版）」が必要となる 
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７-３. 処理結果（XPS） 
※本機能を利用するためには該当ＰcにOffice2007(Excel)のインストールが必要。 
また併せて弊社ツール「CsvDocumenter.net（Enterprise版）」が必要となる 
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７-４. 処理結果（EXCEL2003） 
※本機能を利用するためには該当ＰcにOffice2007(Excel)のインストールが必要。 
また併せて弊社ツール「CsvDocumenter.net（Enterprise版）」が必要となる 
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８. 処理結果のログ情報 
 

処理結果が実行状況に沿ってロギングされる 
・ログファイルは、実行バッチファイルが格納されているフォルダ内の「 log フォルダ」（「 log フォルダ」がない場合は自動的に作成される）内の
「実行年月日の名前のフォルダ」の中に実行時間（10桁）の名前で作成される 
・処理の状態を確認する場合に使用する 
・特に帳票が出力されない場合は何らかの原因でエラーとなった可能性があるので本ログを確認しエラーの原因を明確されたい 
 
＜日本語＞  

 
 
＜英語＞ 
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９.資料 
（１） 資料 都道府県別人口一覧 

①ＣＳＶデータ                              ②EXCEL2007形式で帳票の雛型を作成  

 
※グラフ連動の場合はデータを組込んで事前にテストされたい 
 

③帳票の入出力定義（IOFileシート） 
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④帳票の処理定義（CSVColumnNameシート） CSVの項目位置（カラム番号）と帳票出力名標(ラベル)との関連を定義する 

 
 
⑤処理ログ 
＜日本語＞ 

 
 
＜英語＞ 

 
  



Copyright 2008-2009 R＆D Software Co.,Ltd. All right reserved. 

 ⑥処理結果 
EXCEL                              PDF 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

XPS                              EXCEL2003 
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